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事業の目的・内容

Ⅰ



ᶗ．ۀࣄͷ໨తɾ಺༰ 
【事業の目ⓗ】 

食品㛵連事業者のᮍ利用食品の活用の実㊶ࣔࢹルとして、特定㠀Ⴀ利活動法ேセ࢝ン

ドリーグ⚄ዉᕝが⚄ዉᕝ┴ෆですすࡵている食ᨭ᥼ࢿットワークࣅࠕーࣂーリンクࠖを

実ド実験の場として、フードࣂンク活動におけるࠕ食品᭷効活用࣐ッࢳングシステムࠖ

の運用を行う。 

ーリンクࠖでは、௻業など食品提供事業者（௨ୗ、提供者という。）から提供㡬ࣂーࣅࠕ

いた食品を、こども食堂などᆅᇦのᣐⅬを定ࡵ、フードࣂンクなどの食品のཷけΏしを

行う団体（௨ୗ、ཷ入者という。）を௓して食品のཷΏし・活用を実施するとともに、Ꮚ

ども食堂などの食品を活用する各✀ᨭ᥼団体（௨ୗ、利用者という。）が食品をシ࢙࢔し

、ᵝ々なᨭ᥼活動をᒎ㛤。ᆅᇦのᣐⅬを通じて食品をᚲせとする利用者がつながり、ᆅ

ᇦのセーフテࢿ࢕ットのᙺ๭にもなるࢽ࣑ࣗࢥテ࢕をᙧᡂ、食品の᭷効活用を実㊶して

いる。 

これࡲでフードࣂンク団体で取ᢅいが少ない、冷凍・冷ⶶ・青果や㈹࿡期㝈の▷い常 

品をᢅい、ேの手を௓し、食品提供᝟報の発ಙ・ཷὀ・引Ώししている㒊分を、࣐ッࢳ

ングシステムをᵓ⠏、実ド・᳨ドすることで、作業効率を上ࡆるとともに㓄㏦ࢥスト๐

ῶをᅗり、食品ロスࢮロを目ᣦす。 

 

【目ᣦすこと】 

㸯�食品ロス๐ῶのたࡵの᭷効活用提᱌ 

・食品᭷効活用࣐ッࢳングシステムにより、食品の提供者とཷ入者、利用者が୍ඖ໬さ

れた᝟報によりフード࢙ࢳーン全体で食品の実ែをᢕᥱすることができ、より食品活

用を効率ⓗに行うことができる。 

 

㸰�࣐ッࢳングシステムによる᝟報の୍ඖ໬ 

・これࡲで個々に提供者からཷ入者、そして利用者につながっていた食品ᨭ᥼の流れを

୍ඖ໬することにより、これࡲでᗫᲠされていた㈹࿡期㝈の▷い食品等も、ᆅᇦ、活

用場ᡤ、利用日、利用目ⓗなどの利用者の活動状況を可ど໬することで更に食品ロス

が๐ῶできる。 

 

㸱�♫఍ⓗᨭ᥼࡬の食品提供の௙⤌み࡙くり 

・⚟♴分野ほⅬから、ࡦとりぶୡᖏ、生活ᅔ❓者などᨭ᥼がᚲせな場面での⥭ᛴⓗな対

応から୰㛗期のᨭ᥼ࡲで、状況にあわࡏた食ᨭ᥼が可能となる。࿨をつなぐ食から、

食⫱やᆅ⏘ᆅᾘなどᵝ々な分野で利活用できる。 
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㸲�಴庫・≀流の᭷効活用による㈝用๐ῶ 

・提供食品のᡤ在が明確になることで、⛣㏦のࢥストをῶらす。引取り方法やࢥストを

可ど໬することにより利用者同ኈで集⣙するなど、ᣐⅬ㓄㏦などをシステム໬し、㓄

㏦ࢥストを๐ῶする。⤖果⎔ቃ面において分ู、↝༷などの負荷を๐ῶ、㈨※の活用

を目ᣦす。 
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マッチングシステム実証実験のモデル
ビーバーリンクの概要

Ⅱ



ᶘ．マッチングシステム実証実験ͷϞσϧ ϏʔόʔϦンΫͷ֓ཁ 
 
㸯㸬ビーバーリンクࡣ࡜ 

 
ットワークでつなࢿーリンクとは、食とᆅᇦをつなぐ௙⤌みで、各ᨭ᥼活動を食のࣂーࣅ

とりぶᨭࡦすることで㈨※を᭷効活用し、こども食堂や࢔食品や場ᡤ、᝟報などをシ࢙、ࡂ

᥼団体などの利用者の活動を୰間ⓗにᨭ᥼する取⤌みである。 
ーは、小ࣂーࣅ。したࢪーをイ࣓ーࣂーࣅࡴーリンクࠖの名前の⏤᮶は、᳃に᳇ࣂーࣅࠕ

ᯞなど自↛にあるものを活用し、᪂しくダムを作る。ᕝはきれいになり、㨶はቑえ、小動≀

の食事や᠁いの場になるように、ே々が集い、力を合わࡏて、㈨※がᚠ⎔しᏳᚰしてᬽらࡏ

るࡕࡲになるような活動が、さらにつながりᗈがることを㢪いࣅࠕーࣂーリンク とࠖ名௜け

た。 
それぞれのᨭ᥼活動はそのࡲࡲの୺体性をᣢࡕ、⦆やかにつながることでᚓられる、ࡦ

と・もの・こと・おかࡡ・᝟報をඹ᭷し、活動がᣢ⥆することを目ᣦしている。 
セ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝでは、⚄ዉᕝ┴がすすࡵる༠ാ事業ࠕかながわボランࢱリー活動᥎

㐍ᇶ㔠 2� ༠ാ事業負担㔠対㇟事業ࠖとして、ࠕ食とᆅᇦをつなࡂ⚄ዉᕝから㈋ᅔをなくす

.�0RGHO ᵓ⠏事業ࠖを 2��� ᖺᗘからすすࡵるなかで、⚄ዉᕝ┴ � 課と༠ാし、Ꮚどもも、

おとなもㄡもがẼ㍍に集えるࣅࠕーࣂーリンクࠖを各ᆅにᒎ㛤している。 
 

２㸬ᆅᇦのᣐⅬࠕࡿࡅ࠾࡟㣗࣭ရࠖのᚲせᛶ 

 
当法ேにᐤࡏられる┦ㄯからも、ぶやᏊども・♫఍がᢪえるᆅᇦの課題が㢧在໬している。

その୍つࡦとつをゎỴするには、ே々のᒃ場ᡤがᚲせとなる。そのᒃ場ᡤは、✵きᐙを活用

したࢽ࣑ࣗࢥテ࢕のᙧᡂ、ᨭ᥼活動の場、ே々が集える場、ᐙᗞやᏛᰯ௨እのᒃ場ᡤなど、

Ꮩ立を㜵ࡂ、ຓけをồࡵられる場にもなる。Ꮚども、ⱝ者、㧗㱋者、㞀がい者、ࡦとりぶ、

࣐イࣀリテ࢕の方々、ㄡもがつながりをồࡵている௒の♫఍の課題をゎỴする方法の୍つ

として、ࣅーࣂーリンクᣐⅬのᚲせ性と、そこに食・生活用品などᚲ㟂品があることで、も

う㸯つのセーフテࢿ࢕ットになる。 
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㸱㸬㣗ရᨭ᥼άືのㄢ㢟ࢆ㍍ῶࠕࡿࡍビーバーリンクࠖのຠᯝ 

 
 。ーリンクの効果は、食品・運Ⴀ・㈨※の᭷効活用であるࣂーࣅ

ձ 提供者から㡬いたᐤ௜品は場合によって、個々の活動では౑いษれない、ᚲせな食

ᮦが㊊りないなどの課題が発生する。 
ղ 同じ場ᡤやᆅᇦで連ᦠして㛤ദするそれぞれのᨭ᥼活動のなかで、ࣅーࣂーリンク

としてシ࢙࢔することで、食品を᭷効活用し、↓㥏なく౑いษることができる。 
ճ ࣅーࣂーリンクでࢿットワークすることで、運Ⴀ力のᙉ໬、♫఍ⓗ認▱がྥ上し、

活動に㈶同する௻業や団体の༠力で୍定の食品確保が可能となる。 
մ 各団体で負担していた、保管㈝用、㓄㏦㈝用、ே௳㈝等をࣅーࣂーリンクで連ᦠす

ることで、食品を᭷効活用だけでなく、その௚⤒㈝も๐ῶすることができる。 
 

りは、セ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝがこども食堂の運Ⴀをᨭ᥼することࡲーリンクのጞࣂーࣅ

からスࢱートし、行ᨻやᆅᇦフードࣂンクとリンクすることで、それぞれの動きが௚の活動

も動かす力となった。提供者の理ゎをᚓて、食品提供や運Ⴀᨭ᥼といったᙧで、ࣅーࣂーリ

ンクという集合体と、┤᥋༠力体ไが㛤ጞしたことにより、より多くのこども食堂やᨭ᥼活

動に食品提供・運Ⴀ༠力の力がຍわり、ᨭ᥼活動が活発になった。 
提供者にとっても、そのࡲࡲでは㈝用負担になっていた食品ロス、在庫品、ᗫᲠ≀の課題

が、ࣅーࣂーリンクの連ᦠにより、♫఍㈉⊩につながり、ᗫᲠࢥストの๐ῶ、利用者の運Ⴀ

ᨭ᥼につながっている。 
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４㸬㣗ရࢥーࢿ࢕ࢹーࢺのὶれ 

 
提供者より㡬いたᐤ௜品の᝟報を࣐ッࢳングし、各ࣅーࣂーリンクᣐⅬやᨭ᥼活動に᣺

り分けを行い、利用者に提供する。 
ල体ⓗに、提供者より┦ㄯをཷけてから、どのような課題なのか、それをどうしていきた

いのかをఛい、ල体ⓗな行動を提᱌。それを実施するたࡵのリスクを事前にὙいฟし、管理

体ไを確認して実施する。その後どのような効果があったのか、実ドし᣺り㏉りを行う。 
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【食品の࣐ッࢳングの౛】 

ձ食品の᝟報（常 ・冷ⶶ・冷凍等保管状況）を確認 
ղ㈹࿡期㝈から活動状況により活用ᣐⅬをỴ定 
ճ引取り、⣡品、保管など≀流を確保 
մ利用者に食品᝟報を᱌ෆし、࣐ッࢳングを行う 
յ食品の⣡品後、利用者に引きΏしを行う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸳㸬௻ᴗの≀ὶㄢ㢟࡜ゎỴࡿࡀ࡞ࡘ࡟ビーバーリンク 

 
 ௻業が業務を行う上でᚲ㡲である≀流の㸳つの㡿ᇦを、♫఍㈉⊩、⎔ቃ࡬の㓄៖を㋃ࡲえ

て⪃えていかなけれࡤならない。 
  
【≀流の㸳つの㡿ᇦ】 

ձㄪ㐩 
ղ生⏘ 
ճ㈍኎（提供・ᐤ௜） 
մᅇ཰（食品ロス・ᗫᲠ≀） 
յリࢧイクル（᭷効活用）ࠖ    ճմյが௻業の課題 
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・㈍኎≀流（提供・ᐤ௜）では、಴庫からフードࣂンク࡬、そこからこども食堂など

の利用者に食品等をᒆける課題を、ࣅࠕーࣂーリンクࠖでは≀流の┦ㄯから活用ࡲ

でを提᱌し、個ูからᣐⅬ㓄㏦など、ࢽーࢬに応じた࣐ッࢳングを実施する。 
・ᅇ཰≀流では、ᾘ㈝者（㈍኎ᗑ⯒等）からの୙用品やᗫᲠ≀などをᅇ཰する課題 

に対しては、ࠕ食品ロスࠖになる前に、活用方法や利用者とのつなࡂ、᭱⤊利用ࡲ

でక㉮ᨭ᥼を実施。ࠕᗫᲠ≀ࠖとなってしࡲう場合は、引取りඛの⤂௓、ᗫᲠ≀の

෌利用の提᱌や♫఍ⓗ活動のプランࢽングを実施する。 
・リࢧイクル≀流では、ᾘ㈝者からのᅇ཰≀でリࢧイクル可能なものを෌㈨※໬する

課題を、௻業との連ᦠによりリࢧイクル品を㈍኎、ᐤ௜等により、᭷効利用の提᱌

や♫఍ⓗ活動につなࡆる。 
・⤖果、その௻業の特ᚩを生かし提᱌をすることで、᭱ ⤊ⓗに⤒㈝๐ῶにもつなࡆ、

㹁㹑㹐や㹑Ｄ㹅㹱の面でも♫఍ⓗ౯値を上ࡆられる。 
 
㸴㸬ᨭ᥼άືの≀ὶㄢ㢟࡜ゎỴࡿࡀ࡞ࡘ࡟ビーバーリンク 

 
ᨭ᥼活動の⌧場でも、≀流を前㏙の � つの㡿ᇦで見ていくと、ࠕձㄪ㐩、ղ生⏘（保管・

品㉁管理・ㄪ理）、ճ㈍኎（㓄ᕸ・提供）ࠖがこども食堂等のᨭ᥼活動団体の運Ⴀ課題となる。 
 

・ㄪ㐩≀流では、食品やᨭ᥼≀㈨等をㄪ㐩する課題をࣅࠕーࣂーリンクࠖではそれぞれ

のᣐⅬẖに多✀の食品を集ࡵ保管管理し、ᚲせなものをᚲせな分だけ、ᚲせな時に引

きΏしを目ᶆに実施している。 
・生⏘≀流では、食品の管理、保管や引き取り、ㄪ理の場の確保が課題で、こども食堂

などの利用者は、ࣅーࣂーリンクᣐⅬにある⛬ᗘ食品の保管ができることにより、活

動日に利用数を事前に計画し、ᚲせ数に応じた食品を引き取り、୙㊊する分をู㏵ㄪ

㐩することが可能となる。ㄪ理場での状況などに応じて⾨生面࡬のാきかけを当日

のボランテ࢔࢕スࢱッフにも࿘▱してもらうことも説明する。 
・㓄ᕸ・提供≀流では、利用者に食品を㓄ᕸ・提供をᏳ定して実施するたࡵに、活動ᣐ

Ⅼにおいて、運Ⴀ者がᏳ全に食品を提供することにᑓᛕしてもらえるよう活動団体

同ኈの᝟報஺᥮や運Ⴀ┦ㄯにも応じる。 
 

ットワークとᨭ᥼体ไにより、それぞれの⊂自性を生かした活動⥅⥆につࢿるやかなࡺ

ながる。 
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㸵㸬ビーバーリンクⓏ㘓ᅋయ  ���� ᖺ � ᭶⌧ᅾ 

 
  ձ ࣅーࣂーリンク㸾Ṋⶶ᪂ᇛ  場ᡤ㸸࣓ࢧ・グランࢹ（ࢽ࣑ࣗࢥテ࢝࢕フ࢙） 

る࣐࣐஺流ࡤさみーる㸩（プラス）、てらこみーる、ⱝ者࢝フ࢙ここにわ、がんࡵ・

఍  
ղ ࣅーࣂーリンク㸾ᱜᮌ⏫  場ᡤ㸸さくらリࣅング（青少ᖺᨭ᥼センࢱー） 

・さくらリࣅング（ⱝ者࣏ࢧート活動、Ꮫ⩦ᨭ᥼活動、ᒃ場ᡤᨭ᥼活動） 
ճ ࣅーࣂーリンク㸾㭯見  場ᡤ㸸パルシステム⚄ዉᕝ㭯見センࢱー 

・㥖ᒸୣの上こども食堂、特定㠀Ⴀ利活動法ேなࡂࡴࡲこども食堂、ࡦとりぶᨭ᥼、 
すࡲいるこども食堂 

մ ࣅーࣂーリンク㸾ࡩらっとⱴࣨᓮ  場ᡤ㸸ࡩらっとパルⱴࣨᓮ 
 ー、ᆅᇦのおⲔの間◊✲ᡤࢱートセン࣏ࢧᓮᕷẸ活動ࢣらっとⱝ者࢝フ࢙、ⱴࡩ・

さࢁんどて、㹐㹃㸿㹊こどもᨭ᥼ 
յ ࣅーࣂーリンク㸾 ໭  場ᡤ㸸パルシステム⚄ዉᕝᶓ὾໭センࢱー 

・生活௓ㆤ事業ᡤᨭえあいの఍、㛵ෆ࡙ࡕࡲくり᣺⯆఍、㹋㹅㹋プロ࢙ࢪクト、 
භゅᶫこども食堂 

ն ࣅーࣂーリンク㸾㔠ἑ  場ᡤ㸸パルシステム⚄ዉᕝᶓ὾༡センࢱー 
・㔠ἑこども食堂すくすく、よこすかなかながや、となりのれすとらん、 

もりのおⲔの間、‶⚟こども食堂、⚄ዉᕝフードࣂンクプラス 
շ ࣅーࣂーリンク㸾ⱴࣨᓮ༡†  場ᡤ㸸みんなのᒃ場ᡤࡧすた㹼り 

 、すた㹼り、ⱝ者࢝フ࢙ࡧみんなのᒃ場ᡤ、ࡥるࡥࡡパールࢿ・イࣕࢳンࢧ・
ⱴࣨᓮ㧗ᰯ定時ไ、⸨ἑⓑ὾㣴ㆤᏛᰯ 

ո ࣅーࣂーリンク㸾ᡞሯ  場ᡤ㸸パルシステム⚄ዉᕝᶓ὾୰センࢱー 
・132 法ேおもいやり࢝ンパࢽー、がんࡤる࣐࣐஺流఍、࡯っこりこども食堂、 

࣏ートフ࣑࢓リ࢔くすのᶞ 

չ ࣅーࣂーリンク㸾ᮌ月  場ᡤ㸸フードࣂンクかながわ㓄㏦ᣐⅬ 

・ᮌ月こども࢟ッࢳン、ࡲきࡲき࢟ッࢳン 

պ ࣅーࣂーリンク㸾ᖹሯ  場ᡤ㸸パルシステム⚄ዉᕝᖹሯセンࢱー 

・Ꮚ⫱ての㍯ /HL、132 法ே報ᚨ食品ᨭ᥼センࢱー、132 法ேフードࣂンクࡦらつか、

ⱴࣨᓮ༡†こども食堂Ἴ 

 

㸶㸬ビーバーリンクᥦ౪࣭༠ຊᅋయ 

 

  ձ 生活༠同⤌合パルシステム⚄ዉᕝ͐食品㸻青果、常 品等、タ備㸻冷凍・冷ⶶ・常 

 保管಴庫（┴ෆ 1� かᡤ）、ேဨ、㓄㏦㌴୧ 

ղ ᰴᘧ఍♫野ཱྀ食品͐Ꮫᰯ⤥食等の食ᮦ、ㄪ࿡ᩱ等 

- 8 -



ճ බ┈♫団法ேフードࣂンクかながわ͐常 品食品全⯡ 

մ ࣦ࢙ステ࢕・フーࣕࢪ・ࢬパンᰴᘧ఍♫͐ⳫᏊ等 

յ ᰴᘧ఍♫ᶓ὾ᒸ⏣ᒇ͐㜵⅏備⵳品等 

ն ᰴᘧ఍♫ࢽッࢥー͐冷凍食品等 

շ ᭷㝈఍♫୍⹒͐ຍ⇕῭冷凍⫗ 

ո •༡ಙ用㔠庫͐㜵⅏備⵳品  

չ ┦㕲࣍ール࢕ࢹングスᰴᘧ఍♫͐㜵⅏備⵳品 

պ ⚄ዉᕝ┴くらしᏳ全㜵⅏ᒁ㜵⅏㒊⅏ᐖ対⟇課͐㜵⅏備⵳品 

ջ ࢟リンࣅールᰴᘧ఍♫͐㜵⅏備⵳品 

ռ ᰴᘧ఍♫࣍テル・ࣗࢽーグランド͐ࢽ࣓࢔テ࢕等 

ս ி὾ᛴ行㟁㕲ᰴᘧ఍♫͐食品、日用㞧㈌等 

վ ᰴᘧ఍♫㥴Ἑᒇᮏ⯒͐冷凍食品 

տ ᰴᘧ఍♫•༡࢜フ࢕スࢧーࣅス͐ᆅᇦの課題と連ᦠ、備⵳品の᝟報提供 

ր Ṋᯇၟ事ᰴᘧ఍♫͐௻画運Ⴀ、௻業の⤂௓、༠ാ௻画㛤ദ 

ց ᰴᘧ఍♫ຍ℩಴庫͐ᅔ❓者ᨭ᥼での㜵⅏備⵳品活用 

ւ ᶓ὾ಙ用㔠庫͐団体や௻業の課題と連ᦠ等 

փ ୕஭࢔ウトࣞットパーク ᶓ὾࣋イࢧイド͐఍場提供、運Ⴀ༠力等 

  ք 㹈㸿⚄ዉᕝ┴୰ኸ఍͐௻業の⤂௓、≀流༠力等 

  द ▼஭食品ᰴᘧ఍♫͐冷ⶶ⥲菜品 

 

 

㸷㸬���� ᖺᗘྲྀᢅ࠸実⦼㸦���� ᖺ � ᭶᫬Ⅼ㸧 

 

ձ 青果㸸定期 ẖ㐌㸯ᅇ（月⣙ ���.J） 

ղ ຍᕤ冷凍⫗㸸定期ẖ㐌㸯ᅇ�月⣙ 2��.J� 

冷凍品㸸୵࢝࢔、ࢶイスクリーム、㨶フライ、⫗団Ꮚ、᫓ᕳき、ࢥロッࢣ等 

ճ 常 品㸸⡿、ㄪ࿡ᩱ、パスࢱ等 

մ 生活用品㸸こども⾰ᩱ、Ꮫ用品、ランドセル等 ⣙ 1���� Ⅼ 

յ 㜵⅏備⵳品㸸⨁入りパン、ࣞトルトࡈ㣤やおかず、保存Ỉ⣙ 2����� Ⅼ 

㜵⅏ࣂッグ、⅏ᐖ用トイࣞ等⣙ 1���� Ⅼ 

ն ࣐スク、ᾘ⪖品⣙ 2���� Ⅼ 

շ ࢳルドの冷食㸸⣙ ��� Ⅼ 

ո その௚㸸ⳫᏊ、⋵ල௜きⳫᏊ等 
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マッチングシステムの概要

Ⅲ



ᶙ．マッチングシステムͷ֓ཁ 
 

セ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝよる、全ᅜにあるフードࣂンク団体およࡧ生活༠同⤌合に :HE に

よる࢔ンࢣートを実施し、フードࣂンク活動における課題を実施した。 
システム఍♫㸱♫による、ࣅーࣂーリンクの食品㓄௜状況の⌧ᆅ立ࡕ合い、フードࣂンク

かながわのどᐹ、ཬࡧセ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝ事務ᒁ࡬の࢔ࣄリングを実施。 
 
㸯㸬࣒ࢸࢫࢩᵓ⠏のࢥンࢺࣉࢭ 

・食ᨭ᥼ࣅࠕーࣂーリンクࠖでの食品᝟報の流れにἢってᵓ⠏。 
・利用者࡬の引Ώし日がỴࡲっており、提供された食品を、引Ώし日に⣣࡙けする。 
・冷凍・冷ⶶ・青果など」数の ᗘᖏの食品を取ᢅう。 
・システム管理者が引Ώし可能な食品リストを提♧し、食品利用者の希望を事前に⪺き取る

機能をタ⨨。ඛ╔㡰とࡏず、システム管理者が引Ώし食品の確定数をタ⨨する。 
・食品利用者で、引取り数を入力。 
・利用者は用㏵を᝟報入力時に登録。ཧຍே数等変更した場合は変更できる報告ḍを作ᡂ

し、報告作業の手間の㍍ῶをᅗる。 
 
 
【フードࣂンク活動࣐ッࢳングシステムイ࣓ーࢪᅗ】 
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マッチングシステムイメージ図



２㸬࣒ࢸࢫࢩ⏬㠃࡜≉ᚩ 

 
【管理者画面】 
・管理者画面から、管理者、提供者、利用者のᇶᮏ᝟報、,' 管理を行う。 
・ᐤ௜品、引取り場ᡤの࣐スࢱ管理を行う。 
・ᐤ௜品のᇶᮏ᝟報入力後、ࣅーࣂーリンクの㛤ദ日（引Ώし場ᡤ）と⣣࡙ける。㛤ദ日は、

期間でのタ定が可能であり、期日がỴࡲっていない引Ώしでも対応可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ᐤ௜品୍覧】 
・ᐤ௜品୍覧画面では、ᐤ௜品のࠕ品目 個数ࠕࠖ ༢఩ࠕࠖ ෆᐜ量ࠕࠖ 提供方法ࠕࠖ ⣡入日ࠖࠕࠖ

などが確認できる。ࠕ༢఩ࠖは利用者に引Ώす際の状況を㋃ࡲえて、ࠕ⟽ 個ࠖなどの༢ࠕࠖ

఩をタ定する。タ定した༢఩で、希望数や引Ώし数がỴ定していくたࡵ、㔜せである。 
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【引きΏし୍覧】 
・引Ώし୍覧では、引Ώし場ᡤ（個々のࣅーࣂーリンク）に応じて、取りᢅう食品を確認す 

ることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

【引きΏし᝟報 確認・変更】 
・管理者は、利用者に引Ώす食品の数を事前に引きΏし数に入力する。 
・利用者が事前に入力した食品の用㏵・希望数を㋃ࡲえ、引Ώし数を確定することができる

と同時に、どのように食品が౑われるのか、利用者の報告書提ฟの負担㍍ῶをᅗる。 
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【利用団体 引きΏしᐤ௜品୍覧】 
・利用団体は、自⤌⧊が引き取るࣅࠕーࣂーリンクࠖの㛤ദ日から、ཷ取り可能な食品の୍

覧を閲覧することができる。 
・事前に、報告書提ฟの㍍ῶをවࡡた利用用㏵をグ㍕するḍに、利用日・ே数・利用ෆᐜな

どをグ㍕。 
・管理者が᣺分けた食品の数をもとに、引取りすることができる。数に変更が生じる場合が

あることから、実際に引き取った数を報告するḍをタけている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【⥲合ⓗᡤ感】 
࣐ッࢳングシステムの実運用にྥけ、改善やᑟ入の᳨ウがᚲせな機能 
・画面のᩥ字の大きさ・Ⰽなど見やすさ。確定ボࢱンの㓄ิなどの操作の法๎性 
・食品᝟報を効率ⓗに入力管理できるよう୍ᣓでの操作性の඘実 
・通▱機能、࣓ールでのお▱らࡏ機能の᭷↓ 
・取ᢅ量のࢹー୍ࢱඖ໬・ࣂック࢔ップ機能 
・利用者グ㍕用の報告ḍの඘実 
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೵Ҳལؽ■

彂 サイト ୉෾ྪ ஦෾ྪ ೵֕གྷؽ
孴 マッチン

グサイト
೵ؽ௪ڠ 事業者ログイン ・マッチングサイトへの事業者޴屫ログインؽ೵屆

・管理者岢岤௪எ屯岦屹完宇ʙ宓定宇岬࢘屽岀ログイン屳岥屆
孵 利用団体޴屫ログイン ・マッチングサイトへの利用団体（ࢢ岃岜ৱಌ౵）޴屫ログインؽ೵屆

・管理者岢岤௪எ屯岦屹完宇ʙ宓定宇岬࢘屽岀ログイン屳岥屆

孶 ੫ద峀ンテン峑峧ー峅 ・マッチングサイトの֦झ੫ద峀ンテン峑の峧ー峅屆
孷 事業者޴屫

೵ؽ
寄付品の৿و登࿧ ・寄付品の৿و登࿧岬ߨ屠屆

・Ҳལࣞܙ岁のҲׇ೘ྙ๏ࣞ岂屳岥屆
學 寄付品の৆ࡋ৚報 ・寄付品のলճ居ߍ৿岬ߨ屠屆

・寄付品のӀ屧ో山སྼ岬නࣖ屳岥屆
孹 寄付品のࡩݗҲལ ・登࿧ࡃの寄付品のҲལනࣖ岬ߨ屠（֦झড়݇岅岢岥ߞ岤ࠒ岙Ն）屆

孺 利用団体޴
屫ؽ೵

マッチングイベントҲལ ・マッチングイベント岬Ҳལනࣖ屳岥（֦झড়݇岅岢岥ߞ岤ࠒ岙Ն）屆

孻 寄付品のҲལ ・મ୔ࡃマッチングイベント岁提供屯岦岀属岥寄付品のҲལනࣖ岬ߨ屠（֦झ
ড়݇岅岢岥ߞ岤ࠒ岙Ն）屆
・Ҳལ৏岁寄付品ຘ岅س๮਼の೘ྙ岬ߨ屠屆岘屹利用໪ద（テ岺スト）の೘
ྙ岜Ն೵岂屳岥屆
・管理者ଈ岁提供༩ఈ਼屦֮ఈ屯岦屹後岉居س๮਼のรߍ岉෈Ն岂岄岥屆

孼 寄付品の৚報লճ ・寄付品の৆ࡋ৚報岬නࣖ屳岥屆
孴孳 寄付品のӀ屧ख岤登࿧ 岅Ӏ屧ख屽屹寄付品の৚報（֦Ӏ屧ख岤਼居利用໪ద）岬登࿧屳岥屆ࡏࣰ・

・提供༩ఈ਼の਼ྖ屦ॵغනࣖ屯岦岀属岥屆
・༩岛岀利用໪ద屦登࿧屯岦岀属岥場߻岉ॵغනࣖ（ߍ৿Ն೵）屳岥屆

孴孴 管理者
サイト

௪ڠ ログイン・ログ岯岳ト ・管理者サイトへのログインʙログ岯岳ト岬ߨ屠屆

孴孵 管理者岯カ岳ント登࿧・ร
ߍ

・管理者岯カ岳ントの登࿧・รࡡ・ߍঈ岬ߨ屠屆

孴孶 屷のଠマスタ 岵リ岯マスタ ・フードマッチングの岵リ岯の登࿧・รࡡ・ߍঈ岬ߨ屠屆
孴孷 寄付品マスタ

管理
寄付品カテゴリ୉෾ྪ ・寄付品のカテゴリ୉෾ྪの登࿧・รࡡ・ߍঈ岬ߨ屠屆

孴學 寄付品カテゴリ஦෾ྪ ・寄付品のカテゴリ୉෾ྪ岅ට屿屩஦෾ྪの登࿧・รࡡ・ߍঈ岬ߨ屠屆
孴孹 事業者管理 事業者৚報の৿و登࿧ ・事業者৚報の৿و登࿧岬ߨ屠屆

・事業者の岯カ岳ント৚報の登࿧岬ߨ屠屆
孴孺 事業者৚報のࡩݗ・Ҳལ

නࣖ
・登࿧屯岦岀属岥事業者৚報のҲལ岬නࣖ屳岥屆

孴孻 事業者৚報の登࿧内容
֮೟・รߍ

・事業者৚報のলճ居登࿧内容のߍ৿岬ߨ屠屆

孴孼 利用団体管
理

利用者৚報の৿و登࿧ ・利用団体৚報の৿و登࿧岬ߨ屠屆
・利用団体の岯カ岳ント৚報の登࿧岬ߨ屠屆

孵孳 利用者৚報のࡩݗ・Ҳལ
නࣖ

・登࿧屯岦岀属岥利用団体৚報のҲལ岬නࣖ屳岥屆

孵孴 利用者৚報の登࿧内容
֮೟・รߍ

・利用団体৚報のলճ居登࿧内容のߍ৿岬ߨ屠屆

孵孵 寄付品管理 寄付品の৿و登࿧ ・寄付品৚報の৿و登࿧岬ߨ屠屆
・岵リ岯ຘ提供事業者ຘ岅Ҳལࣞܙ岁のҲׇ೘ྙ๏ࣞ岂屳岥屆

孵孶 寄付品のࡩݗҲལ ・登࿧屯岦岀属岥寄付品৚報のҲལ岬නࣖ屳岥（֦झড়݇岅岢岥ߞ岤ࠒ岙
Ն）屆

孵孷 寄付品の登࿧内容の֮
೟・รߍ

・寄付品৚報のলճ居登࿧内容のߍ৿岬ߨ屠屆

孵學 寄付品のӀ屧ో山སྼ ・寄付品のӀ屧ో山སྼ岬නࣖ屳岥屆
孵孹 イベント管理 イベントの৿و登࿧ ・マッチングイベントの৿و登࿧岬ߨ屠屆
孵孺 イベントのࡩݗ・Ҳལනࣖ ・登࿧屯岦岀属岥マッチングイベント৚報のҲལ岬නࣖ屳岥（֦झড়݇岅岢岥ߞ

岤ࠒ岙Ն）屆
孵孻 イベントの登࿧内容の֮

೟・รߍ
・マッチングイベント৚報のলճ居登࿧内容のߍ৿岬ߨ屠屆

孵孼 イベント寄付品અఈ ・マッチングイベント岁ख岤ѽ屠寄付品岬અఈ屳岥屆
孶孳 イベント寄付品岷ー峍ーҲ

ལ
・利用団体履岣の岷ー峍ーリストのলճ岬ߨ屠屆
・利用団体履岣のس๮਼の৚報岬提供༩ఈ਼岂山岀ߍ৿岁屧岥屆
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

事઴登࿧ ・事業者৚報岬
  登࿧屳岥

・利用団体৚報岬
  登࿧屳岥

寄付品の登࿧ ・寄付品登࿧履岣
  ޮ開岘岁

֦झॽ໚の確೟岂
ख岤ި岩し孫఑ड़孬

ण྘ॽྪ岬岜岂岅居
屠ߨ࿧岬ౌंۂࣆ

情報のंۂࣆ
新ౌو࿧

ཤ༽確೟居ٶ岍
ౌ࿧಼༲の確೟・
更新

屫޴ंۂࣆ
峺岽岱ン

֦झॽ໚の確೟岂
ख岤ި岩しʤ఑ड़ʥ

ण྘ॽྪ岬岜岂岅居
ভඇ஄ରౌ࿧岬ߨ屠

ཤ༽஄ର情報の
新ౌو࿧

ཤ༽確೟居ٶ岍
ౌ࿧಼༲の確೟・
更新

ཤ༽஄ର޴屫
峺岽岱ン

ౌ࿧׮྅の࿊ཙ
ʤ完宇孲宓定宇岬௪எʥ

ౌ࿧׮྅の࿊ཙ
ʤ完宇孲宓定宇岬௪எʥ

寄付品情報のౌ࿧ 寄付品のౌ࿧

寄付品情報の
確೟

寄付品の一覧

寄付品情報の照会

寄付品情報のౌ࿧ 寄付品のౌ࿧

寄付品情報の照会

寄付品情報の確೟ 寄付品の検索一覧

寄付品情報の照会

寄付品情報のౌ࿧
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

事઴岷ー峍ー ・提供س๮の
  岷ー峍ー岬屳岥

๮਼岬岜岂岅س・
  提供༩ఈ਼岬
  ֮ఈ屳岥

イベント౲ೖ ・寄付品のӀ屧ో山

఑ڛ屯岦岀属岥
ঐ品岬確೟屳岥

引き渡し一覧

寄付品情報の照会

๮ঐ品岬س
岷ー峍ー屳岥

寄付品の一覧
ʤس๮਼೘ྙʥ

寄付品の一覧
ʤ確ఈౌ࿧ʥ

峫峐峎ン岽岱峦ン峕の
ౌ࿧

引き渡し
情報ౌ࿧

引き渡し
寄付品ට屿屫

寄付品の一覧

センター岒ण屫
ख岤岅属屩

఑ڛ品のण屫ख岤

引き渡し६ඍ
層घఽ属

引き渡しの層घఽ属

センター岒移動し居
引き渡し६ඍ

引き渡しঐ品の
௧Յ・ร更

峫峐峎ン岽岱峦ン峕
મ୔

๮ঐ品一覧س
孫ঐ品௧Յ・ࡡঈʥ
ʤށࡑ更新ʥ

఑ڛ品の引き渡し ఑ڛঐ品一覧

引きख岤ౌ࿧

఑ڛঐ品一覧引き渡し結果の確೟

༥ૻ஄ରの引き渡
し෾岬ख岤෾屫岥

఑ڛ༩ఈ਼岬
確ఈ屳岥

引き渡し一覧

寄付品一覧

岷ー峍ー一覧
ʤ఑ڛ༩ఈ਼の

確ఈʥ
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

イベント開催後 ・提供事業者への報告

・寄付品のセンター間
  移動

寄付品の
引き渡し結果の確

寄付品の一覧

寄付品情報の照会

寄付品の
センター間移動

寄付品の検索一覧

寄付品情報の
照会・更新
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マッチングシステム実証実験

Ⅳ



Ⅳ．マッチングシステム実証実験 
 
㸯.実証実験┠ⓗ 

ձ ᮏ運用にྥけて、システムの᭷効性を確認する。 
ղ 実際の食品の動きに合わࡏて、システムの効果ⓗな౑用状況を᳨ドする。 
ճ 食品ロス๐ῶ、ྲཱྀ 入者の負担の㍍ῶ、利用者の報告負担の㍍ῶ等、システムᑟ入に

よる取ᢅ量や団体・ࢥスト・効率など変໬を᳨ドする。 
２.実᪋᪉ἲ 

・࣐ ッࢳングシステムで、取ᢅい食品のᏳ全性の担保、用㏵ࡲでの流れが確認できるのか、

食品の数管理・引Ώ数の確認ができるか᳨ドする。 

・利用者が、引取り数や౑用用㏵を報告しやすいかどうかも᳨ドする。 

・実施場ᡤཬࡧ取ᢅい食品୍覧 

・青果は、௨ୗの手㡰で行い、引きΏし数の確定を行う。 

ձ 事前 ཷ入者（セ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝ）㸸ࠕ野菜セットࠖとして希望者ເ集 

ղ 事前 利用者（こども食堂等）㸸野菜を希望するこども食堂がエントリー 

ճ 事前 提供者（パルシステム⚄ዉᕝ）㸸野菜がᒆいたẁ㝵で品目・数を入力 

մ 事前 ཷ入者㸸品目ูに᣺り分け、利用者に連⤡ 

当日 ᣺り分けた数をもとに利用者が引取り  

յ 事後 利用者㸸引取数を入力することで数値数確定 
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㸱.஦๓‽ഛ 

 ・実ド実験ཧຍ団体に対し、㊃᪨説明、実ド実験に㛵してのᢎㅙ書グ㍕を౫㢗。⛎ᐦ保

ᣢཬࡧ、場合によって当法ேの௦理入力をᢎㅙいただいた。 
ᐩኈ通にも同行・࢔フトウ࢙ࢯープルࣆ、ル㓄௜とともに画面操作について࢔ࣗࢽ࣐・ 

いただき、実施。 

 ・提供者、利用者にログインＩＤ・パスワードを㓄௜。 

 
４‐㸯.ビーバーリンクでの実証実験⤖ᯝ 

ᴫせ㸸生༠の㓄㏦センࢱーに⣡品された青果の⣡品・᳨品、利用者࡬の青果㓄௜ࡲでの流れ

を実ド実験で᳨ドする。ࣅࠕーࣂーリンク㸾㭯見ࠖに㛵しては、冷凍食品の在庫もྵ

 。実施した。提供者・ཷ入者・利用者のシステム入力の利౽性や᭷効性を᳨ドࡵ
【実ド実験】 
パルシステム⚄ዉᕝの㓄㏦センࢱーで実施しているࣅーࣂーリンク㸰かᡤで、計㸲ᅇ、実ド

実験を実施した。  
（㸯）ࣅーࣂーリンク㸾 ໭ 

・日  時㸸11 月 1� 日（㔠）1� 時㹼1� 時 �� 分 

      12 月 11 日（㔠）1� 時㹼1� 時 �� 分 

・場  ᡤ㸸パルシステム⚄ዉᕝᶓ὾໭センࢱー 

・利用団体㸸11 月実施時㸱団体。12 月実施時㸲団体。  

࣏ートフ࣑࢓リ࢔くすのᶞ 

生活௓ㆤ事業ᡤᨭえあいの఍ 

㹋㹅㹋プロ࢙ࢪクト 

㛵ෆ࡙ࡕࡲくり᣺⯆఍（12 月実施分にཧຍ） 

  ・システム⤒⏤の取ᢅい食品㸸11 月 青果 1� 品目 21� ⿄ 

                12 月 青果 12 品目 2�� ⿄ 

（㸰）ࣅーࣂーリンク㸾㭯見 

・日  時㸸11 月 1� 日（Ỉ）1� 時㹼1� 時 �� 分 

      12 月 1� 日（Ỉ）1� 時㹼1� 時 �� 分 

・場  ᡤ㸸パルシステム⚄ዉᕝ㭯見センࢱー 

・利用団体㸸㸲団体 

㥖ᒸୣの上こども食堂 

特定㠀Ⴀ利活動法ேなࡂࡴࡲこども食堂  

つるみඖẼሿ 

すࡲいるこども食堂   

  ・システム⤒⏤の取ᢅい食品㸸11 月 青果 12 品目 2�� ⿄�冷凍品 � 品目 1�� ⟽ 

12 月 青果 11 品目 2�1 ⿄�冷凍品㸯品目 2�� ⿄ 
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（2）実施状況 

 ・各利用者が集う当日に、システムの流れとして、野菜セット希望をエントリーする方法を

説明。事前に野菜の数量が入力されている画面を確認しながら、実際に引取を行い、数の

入力方法を説明。 

・それぞれのＩＤ、パスワードより入力フォーム等を確認しながら、操作性についてその場

で対応。 

 ・11 月の運用で、利用者が入力後の課題が判明したが 12 月の実験で改善した。 

 ・野菜は全て引き取っていただき、冷凍品は希望数量のみ引取りされ、在庫は冷凍保管し、

食品ロスは発生しなかった。 

 ・12 月では事前登録された数量の在庫と誤差があり、利用者で実数を入力してもらった。 

 ・画面操作しながらの引取りには、多少時間がかかるが、各々のペースで引き取られた。 

 
４‐２.ビーバーリンクの実証実験で出された意見 

【提供者】 
（1）運用について 

・通常業務のなかで、入荷した青果の品目と個数管理をエクセルにて実施しており、入力

自体には大きな負担を感じない。 

（2）システムについて 

・エクセル表との連動、プルダウンの活用、いったん入力したものの上書き機能など、入

力作業の効率を期待する。 

【利用者】 

（1）運用について 
・画面を見ながら、食品を引取る作業は実施しにくい。事前にプリントして紙を見てやっ

てみようかなどの意見あり。 
・事前に引取り品目がわかるので、計画が立てやすくて良い。 
・引取り数が変わった場合も、その場ですぐに数値を変更でき、報告を忘れずに実施でき

ることが良い。 
・保存方法や利用の詳細など食品の詳細を閲覧できると良いのではないか。 
・夏場は特に、冷凍品の引取り量を事前に分かったら、量に応じてクーラーボックスなど

の準備が可能となるので良い。 
（2）システムについて 
・ログイン後の画面に、利用者名（こども食堂等登録した団体の名称が既に入っていると

よい。 
・数字が小さく見えにくい。 
・引取り予定数と同数で、引取り数がすでに入っており、そこから変更できると手間が省

ける。 
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・利用目ⓗをグ㍕するᯟがプルダウンになっており、入力が⡆༢だとよい。 
・࢝ࣞンダーのᅄゅいᯟ、୍覧の୸ᯟなど、࢔イࢥンで画面がษり᭰わる、ࡲたはษり᭰

わらず⣮らわしい。 
・㸯ᅇ目ではうࡲくログインできなかった。画面のษり᭰えができなかったなど㸱௳。 
 
４‐㸱.実㐠⏝࠶࡟たྍ࡚ࡗ⬟ᛶ࣭␃意Ⅼ 

・事前の数量の๭᣺り機能、ཬࡧ引取り数報告がᚭᗏできれࡤ、事務ᒁ୙在でも、利用者

のみの引取りで対応できる可能性が㧗い。ただし、引取り団体間での運用のᕤኵがᚲ

せ。⟽の∦௜け、⣡品数が㐪った場合の対応など、当␒ไࡲたはリーダーไでの対応が

ᚲせ。 
・システムの入力負荷をῶらすᕤኵがᚲせ。 
・既存のエクセルシートの流用や報告書㢮の⡆⣲໬、自動集計機能、お▱らࡏ機能など、

┤᥋ⓗに業務負荷㍍ῶにつながるシステムᑟ入の᳨ウがᚲせ。よりල体ⓗにఱをどの⛬

ᗘ改善するか、ඃඛ㡰఩をつけ対応するᚲせがある。 
 
㸳‐㸯.㜵⅏ഛ⵳ရᘬྲྀࡾの実証実験⤖ᯝ 

ᴫせ㸸」数個ᡤに保管されている㜵⅏備⵳品の引取り計画に対し、実ド実験を実施した。

実ド実験では、場ᡤと対㇟を㝈定し、ࣅーࣂーリンクⱴࢣᓮ⣡品分の㜵⅏備⵳品

を、ヱ当する利用者に㓄分する流れを᳨ドした。 
【実ド実験】 
食品引きΏし実施しているࣅーࣂーリンクᣐⅬで、実ド実験を実施した。  
（㸯）ࣅーࣂーリンク㸾ⱴࣨᓮ 

・日  時㸸12 月 � 日（㔠）㹼1� 日（ᮌ）1� 時㹼1� 時 �� 分 

      12 月 11 日（㔠）1� 時㹼1� 時 �� 分 

・場  ᡤ㸸ࡩらっとパルⱴࣨᓮ 

・利用団体㸸㸱団体 

ᆅᇦのおⲔの間◊✲ᡤさࢁんどて 

ⱴࣨᓮᕷẸ活動࣏ࢧートセンࢱーࡕがさき 

ⱴࣨᓮ㧗ᰯ定時ไ  

  ・システム⤒⏤の取ᢅい食品㸸㜵⅏備⵳品 � 品目 �1� 個 

（�）実施状況 
・㜵⅏備⵳品㸴品目の数量をセ࢝ンドリーグ⚄ዉᕝで入力。 
・希望数を各団体に⪺き取り、希望数௦理入力。 

 
 

- 22 -



㸳‐２.㜵⅏ഛ⵳ရᘬࡾྲྀࡁの実証実験で出された意見 

【提供者】 
（�）運用について 
・㜵⅏備⵳品の≀流は、提供者から㸯かᡤ࡬⣡品される場合と、」数個ᡤに保管されてい

るものを引き取る場合の㸰パࢱーンに分かれる。௒ᅇは、引取り場ᡤが」数個ᡤ、多✀

㢮と᝟報のボリࣗームが大きく、す࡭てをシステムに入れ㎸ࡴことができなかったた

㸯かᡤ・当法ேでの௦行入力というᙧで対応した。ᐤ௜品を引取り場ᡤに⣣࡙ける、ࡵ

ので、引取り場ᡤが」数で୍時ⓗな場合の、入力負荷の㍍ῶが課題となった。 
（2）システムについて 
・㸴品目୰㸰品目を、確定数と⤖ࡧつける際、システム管理者で誤作業により、᝟報が๐

㝖されてしࡲった。ಟṇが効かずูで㸰品目を⣣࡙けた。 
・引取り日がࣂラࣂラな場合の連⤡や、実際とのᩚ合性を௜けるᚲせがあるのか᳨ウす

る。 
【利用者】 
（�）運用方法・システムについて 
・希望数を┤᥋入力できず、㸩と㸫で操作するので、大きな数を入れる場合は手間がかか

る。 
・保存した後、画面表♧が特に変わらないので、保存できているのか、手⥆きが᏶஢して

いるのかよく分からなかった。 
 
㸳‐㸱.実㐠⏝࠶࡟たྍ࡚ࡗ⬟ᛶ࣭␃意Ⅼ 

・㜵⅏備⵳品の場合、前㏙したように提供者はすでに備⵳品のリスト管理をしており、᪂

たにシステムに入力していただく負荷の㍍ῶがᚲ㡲となる。 
・利用者にお▱らࡏ、事前集⣙、用㏵報告といった୍連の流れの⡆⣲໬により実運用の可

能性がᗈがるとᛮわれる。 
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成果と課題

Ⅴ



ᶛ．੒Ռͱ՝୊ 
 
㸯.実証実験ࢆ᣺ࡾ㏉࡚ࡗ 

 

・㊃᪨説明、ＩＤ・パスワードの㓄௜、作業ෆᐜの᱌ෆなど、事前準備に᝿定௨上の時間

がᚲせであることが分かった。ࡲた、パࢥࢯンやス࣐ートフォンの操作がᚲ㡲となるこ

とから、提供者に౫㢗できる㛵ಀ性か、利用者の個ேのᢏ能に㢗る場合がฟてくる。操

作や入力を負荷とᛮわずに対応いただける場合と㞴しい場合があり、ᮏᑟ入では、࿘▱

の時間を༑分にとるᚲせがある。 

・実際の食品流通の流れをシステムに㍕ࡏることが前提であるが、ࣅーࣂーリンクで実施

したࢣースでは、᝿定通りの作業手㡰が確認できた。しかし、௒ᅇの㜵⅏備⵳品の引Ώ

しのような、個々に状況が㐪う場合、▷期間で⮫機応変に対応しなけれࡤならず、≀流

の量やスࣆードによっては、㛵ಀ者࡬の連⤡機能がないこと、入力の作業効率などに課

題がṧった。 

・パンや㇋⭉などの日㓄品の食品流通の対応について実ド実験を引き⥆き実施する。௒ᅇ

は、期間୰で⤌み立てることができなかったたࡵ、計画を立て実ド実験を行う。 

・᝟報発ಙとして、616 の࣓ッセンࣕࢪーの活用や、エクセル表計⟬など既存に౑用して

いるものをリンクするなど、࣐ッࢳングシステムで実施する㒊分のᩚ理がᚲせである。 

・実運用にྥけて、⥔ᣢ⤒㈝も㋃ࡲえて、どの㒊分の作業効率改善を㔜どするのか、⤒㈝

と合わࡏて᳨ウし、ඃඛ㡰఩をつけて᳨ウするᚲせがある。 

 

 ㄢ㢟࡜⬟ᶵ࡞ᚲせ࡟࣒ࢸࢫࢩࢢンࢳࢵ࣐.２

 

ᮍ利用品の᭷効活用をすすࡵるには、࣐ッࢳングシステムの入力作業の㍍ῶ、操作の

⡆⣲໬がᚲせである。ࡲた、᝟報の࿘▱を᪩ࡵるたࡵのお▱らࡏ機能や、自動௙分け機

能など௜ຍしたい㡯目である。⥅⥆運用するたࡵのࢥストを㋃ࡲえ、システム໬できる

⠊ᅖについて確認がᚲせとなる。௒ᅇの࣐ッࢳングシステムのᵓ⠏、実ド実験では、࿘

▱や集計を࢝ࣂーできษれておらず、課題としてṧった。 

  ࣐ッࢳングシステムをᑟ入することによってᚓられる効率໬とシステム運用の⥔ᣢ管

理⤒㈝のࣂランスを㋃ࡲえ、実運用につなࡆていくᚲせがある。 
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